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- 各種凝集惹起剤における検討1-
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2)感染症 におけ る凝固線溶活性化

関 義信 し県立妙高病院内科1
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【目的】各種感染症iこおける凝固線溶動態を感染の重

症度と対比 して分子マーカーーしべ′Lで検討する二､【対象 ･

方法】臨床的に DIC非合併感染症と診断 した65症例の

TAT,PIC.pr()teinC.VWF:Ag,Ft)g,n)I),Ddiner

を同時に測定 し,CRY,WBC,Pltを加え各パラメ-

ヤー一問の回帰分析を最小二乗法にて行い,相関係数 (rl

を欝出 した｡また感染の重症度として CRP を用い,

感染の重症度と各分子マ-カ-の関係を解析 した.【結

果】1,感染症では TAT.Plc . I)dimer.＼,WF:Ag.

CRPと WBC(p<().001㌦ WBC と FbgH)<0.01㌦

＼･,＼lIT:八g(p<0.01㌦I/bgと＼r＼＼rf/:八g(p<0.01㌦n)P

と Ⅰ)dinerLp<O.(Rl1㌦ Pltと pl･oteitlCLp<0.01㌦

I)dime･rtp<0.05ト で有意の相関が認められた.TArr.

Plc.Ddimerの絶対値は CRP とiす意な相関を示さ

なかった.3.CRP上 pr()teiIIC 上の間に逆相関する

傾向が認めLL-わた しr--0.231,pく0.1㌦ !1.感染し))ifl'.

症度を 0≦CRF)く0.5(n-1小.0.5≦CRP<5(n-1こ1㌦

5≦CRP<10(n-ll).10≦CRP川-271し')Lll群に分

けて解析すると P‡Cの-部で有意差が認められたもの

の予憶は全体として有意差は認められなかった.5.感

免疫の穫解をこより呼吸器感染症 (n-射上 胆道感染症
(n==31,消化器感染症 =1-12㌦ 尿路感染症 (n-71

に分けて解析する!-_TAT,F'1(1.∩diner.proteinC

をこ感液の種輝をこよる有意差は認めなかった.【結語】TAT,

PIG,r)dimer〔11分 f･-.7----か -1は 【)IC非合併例におい

て,その絶対値は必ず しも CRP と有意な相関を示さ

ず,__t二昇した.

3)新潟大学第-内科 をこおけ る急性心筋梗塞に

対する PTCA L瑚荘績
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1ト脳塞栓に対す る局所線溶噂法i･こ:畑 十る凝血
学的検討

一卜PA と UK の比較検討-
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(
桑 名 病
脳神経外科

日的 :血管内外科の発達により脳塞栓に対 して局所線

溶療法が行われる塵会が増えたが,使用する血栓溶解剤

や投与方法をこ関しての議論は絶えない,そこで本研究で

は,tissuLIPlasminogenactivatorLtPAlと urOkinase

(UK)を凝血学的に比較検討することを目的とした.

対象 :主幹脳動脈閉塞を伴った脳塞栓患者42例を対象と


